
授業科目 社会福祉援助技術各論 IIB 

［担当教員名】 対象学年 ！ 対象学科 i 社会
璧田保 開講時期 後期 ; i 必修・選択 i : ・ 必修

単位数 2 l 時間数 l 30 

［概要】

コミュニティ・ソーシャルワークの内容と方法、ソーシャルワーク・リサーチの方法、ソーシャルワーク・アドミニストレーションの内容＜

方法について理解する。

1 コミュニティ・ソーシャルワークの内容と方法について理解する。

2 ソーシャルワーク・リサーチの方法を理解する。

3 ソーシャルワーク・アドミニストレーションの内容と方法を理解する。
［学習目標】

1 コミュニティ・ソーシャルワークの内容と方法を理解する。

2 ソーシャルワーク・リサーチを実践する。

ノヨンの内容と方法を理解する。3 ソーシャルワーク・アドミニストレー:

回

数
授業計画又は学習の主題

学習方法

1地域福祉計画について理解する。 講義による（以下、同じ）。

2同上

3同上

4地域福祉運営について理解する．

5同上

6同上

7社会福祉調査の基本を理解する。

8調査票について理解する。

9質的調査について理解する。

10社会福祉経営の理論と方法を理解する。

11同上

12社会福祉施設経営の理論と方法を理解する。

13同上

14自己啓発について理解する。

【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

『コミュニティとソーシャルワーク』平野隆之ほか編 有斐閣 2001年

参考書
『社会調査へのアプローチ』大谷信介ほか編 ミネルヴァ書房 2001年

その他の資料
講義ごとにブリントを配布する。

【評価方法】 1【履修上の留意点】

講義への出席状況、期末試験またはレポートを

総合的に評価する。
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